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京都大學狸濟學曾



京

都
大
學
経
濟
學
會
規
則

第
一
條
本
會
を
京
都
大
羅
経
濟
學
會
と
解
す
る

第
二
條
　
本
會
は
左
の
會
員
を
以
て
組
織
す
る

　
　
ω
正

會
員
　
京
都
大
學
経
濟
毘
部
教
授
、
助
教
授
、
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
助
手
及
同
畢
部
出
身
者

　
　
　
間
恩
生
命
冒
貝
　
］
尿
都
…
大
恩
（
紅
い
濟
ヱ
學
部
陽
丁
生

　
　
内
賛
助
會
員
　
本
㊥
の
事
業
を
賛
助
す
る
者

　
　
⇔
名
警
禽
員
　
京
都
大
學
法
學
部
教
授
、
助
教
授
、
講
師

第
三
條
　
前
條
の
外
所
定
の
愈
各
賀
を
納
め
て
「
縛
沸
論
…
叢
」
の
頒

　
　
　
　
布
を
受
け
る
個
人
及
團
麗
ぱ
購
讃
愈
員
と
す

第
四
條
　
特
別
の
場
合
に
限
り
前
二
條
に
定
め
ら
れ
た
會
員
以
外

　
　
　
　
の
者
に
も
會
員
に
準
ず
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
る

第
五
條
　
本
旬
の
事
務
所
は
京
都
大
毘
纒
濟
躍
部
内
に
置
く

第
六
條
　
本
曾
は
左
の
事
業
を
行
う

　
　
一
、

　
　
　
　
機
罷
雑
誌
「
経
酒
論
叢
」
を
護
行
す
る
こ
と

　
　
　
　
「
経
濟
論
叢
」
は
毎
月
一
回
套
行
す
る
、
但
し
臨
時
特

　
　
　
　
別
號
を
登
行
す
る
こ
と
が
あ
る

　
　
　
　
「
纒
濟
圏
研
究
叢
害
」
を
稜
行
す
る
こ
と

　
　
二
、

　
　
三
、
毎
月
一
回
毘
術
研
究
禽
を
開
催
す
る
こ
と

　
　
四
、
毎
年
一
回
公
開
講
汗
倉
を
開
催
す
る
こ
と

第
七
條
　
（
略
）

第
八
條
　
（
酔
）

第
九
條
　
倉
員
に
は
雑
誌
を
配
布
す
る
、
但
し
臨
時
特
別
號
は
此

　
　
　
　
限
り
で
は
な
い

第
十
條
　
會
員
は
左
の
會
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

難
騨
上

第
十
一
條
　
本
愈
規
則
の
改
正
攣
更
及
財
薩
の
堤
分
は
許
議
員
倉

　
　
　
　
　
の
決
議
に
よ
る

　
昭
和
二
十
七
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
學
経
濟
學
倉
1
‘
ー
一

次目
．

刊
「既

剰
除
償
値
率
・
利
潤
率
・
利
盆
奉
…
…
岡

資
本
制
生
産
肚
會
の
基
本
的
矛
盾
と

　
恐
慌
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
吉

マ

ル
ク

ス

「
経
沸
翻
學
批
判
酷
系
」
　
　
吉

　
研
究
序
読
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
齋

林
業
地
代
論
の
一
考
察
…
…
…
…
…
…
鶴

　
　第
七
＋
二
巻

第

六
號

　
駐
、
三
霊

　
　
　
マ
ル
ク
ス
死
後
七
十
年
記
念
特
集

マ

ル
ク

ス

経
潜
ゆ
。
學
の
現
代
的
意
義
・
…
－
岸
本
誠
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
　
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良

嶋藤信村
達雪

嶺博洞次

　
　
第

‡
三
巻
第
一
號
　
橿
三
獣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
偵
　
六
〇
圓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清

資
本
蓄
積
と
外
國
貿
易
…
…
…
…
…
，
・
松
井

ド
イ
ッ
帝
國
主
義
と
経
濟
政
策
・
…
－
…
大
野
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

信
用
貨
幣
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
…
…
眞
藤
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

日
本
鐡
鋼
業
の
問
題
貼
・
…
…
・
…
，
・
菅
谷
重

　
　
第
七
＋
三
巻

第

二
號

　
翫
口
罐

地
方
税
改
革
案
に

お

け
る
若
干
問
題
・
．
・
而
戸
正
雄

會
計
皐
と
経
濟
皐
と
の
交
渉
．
…
…
…
－
鎌
　
倉
　
　
昇

政
黛
蓮
合
運
動
の
基
盤
：
：
…
：
・
：
・
・
：
，
．
市
原
亮
　
干

鐵
道
業
に
お
け
る
猫
占
形
成
と

　
投
資
金
融

…
－
…
…
…
－
…
　
　
…
越
後
和
典

曾
我
部
静
雄
著
「
均
田
法
と

　
そ
の
税
役
制
度
」
…
　
　
　
　
　
…
堀
　
江
　
保
藏

「



記

記1事

事

　
　
　
　
　
経
　
濟
　
學
　
部

○
教
授
堀
江
保
藏
氏
は

昭
和
二
十
九
年
一
月
十
日
付
を
以
て
経
濟
箆
部

長
に
補
せ
ら
れ
、
教
授
穂
積
文
雄
氏
は
依
願
経
濟
學
部
長
を
免
ぜ
ら
れ

た
。○

講
師
前
川
嘉
一
氏
、
講
師
田
中
眞
晴
氏
は
昭
和
二
十
九
年
二
月
一
日

付
を
以
て
助
教
授
に
昇
任
せ
ら
れ
た
．
、

　
　
　
　
　
経
　
濟
　
學
　
會

○
昭
和
二
十
八
年
十
二
日
例
會
、
十
二
月
二
十
七
日
（
木
）
午
後
一
時

よ
り
第
一
共
同
研
究
室
に
於
て
開
催
さ
た
次
の
研
究
報
告
が
あ
つ
た
。

　

鐵
鋼
業
合
理
化
反
圏
闘
宇
の
一
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
　
川
　
嘉
　
一
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
利
末
勇
氏

　
　
ケ
イ
ン
ズ
の
司
軍
位
の
選
宕
レ
と
「
所
」
得
の
定
義
レ

第
・
七
十
三
参

二
　

⊃
　
　
　
第
三
號

六
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

上
正
之
氏

○
昭
和
二
十
九
年
一
月
　
例
曾
二
月
四
日
（
木
）
午
後
一
時
よ
り
第
一

共
同
研
究
室
に
於
い
三
開
催
さ
れ
次
の
研
究
報
告
が
あ
つ
た
．
、

　
ア
ク
テ
ィ
ザ
ィ
テ
ィ
ー
・
ア
ナ
リ
シ
ス
に
よ
る
運
楡
計
書
の
編
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍾
　
倉
　
　
昇
　
氏

　
十

五
・
六
世
紀
の
ロ
シ
ャ
に
お
け
る
封
地
制
度
の
護
達
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
　
本
哲
男
　
氏

㌔三市島
く

i水上原

⊆正亮㌔
1夫之卒彦笛
　　　　一者

紹

介

京
都
大
學
教
授

　
京
都
大
學
大
學
院
皇
生

　
京
都
大
堅
大
學
院
研
奨
生

　

金
澤
大
學
助
手

　　　　　、〆〉　　　／　’　〆　r’ン＼



∂
欄
雛
欝
籠
⑦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
A
5
四
一
〇
頁
・
豫
債
五
五
〇
圓

大

　

内
　

力
（
東
×
冠
舎
科
學
研
究
叢
書
）

農
業
　
恐
慌
蹴
艇
報
o
o
順

　土
経方

閣

一
一

成
　
美

濟

原

論
（
1
所
得
）
以
陶
二
に
o
o
…
…

大

河

内
一
男
（
教
養
全
書
）

績

耐

會

思

想

史
獄
＝
顯
斐

小

町

谷

操

三

ハ
商
業
法
研
究
叢
諜
）

増
補

空

中
蓮
迭
法
論
齢
蟻
㏄
噸

大

　
一
郎
　
　
　
　
　
　
有

會隅辻上地村簿野
　記道
　原輔

法
　
概

説

A
5
三
〇
六
頁

定
槽
竺
一
∵
八
〇
圓

理

大

綱
鎚
鎚
㏄
o
O
岨

太

郎

（
教
養
全
書
）

理

　
學
序
と
　

B
6
二
八
〇
頁

議
　

豫
偵

二
八
〇
圓

　同志冠大學

経濟學論叢

　
　
第
五
巻
第
’
貧
　
．
．
〈
．
、
・
，
，
筋
・
㍑
跡
／

財
政
及
貨
幣
政
策
の
露
孫
に
麓
二
θ
…
叩
酉
隻
／

T
V
A
綜
合
的
地
域
開
稜
計
妻
O
…
－
松
井
七
郎
　
！

　
　
　
第
五
巻

第
＝
號
　
二
＋
。
欝
』
㎝
露

租
税
の
分
類
に
就
て
…
…
…
：
…
・
…
・

我
が
國
工
業
糠
…
造
の
形
成
O
…
…
…
：

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
経
濟
理
論
O
・
…

近
世
商
業
資
本
に
開
す
る
資
料
の
再

　
吟
味
：
：
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
・

實
物
的
波
及
過
程
の
分
析
：
：
…
…
…
・

オ・目黒中

見松西

志　仁
郎巖三

－
今
西
　
正
雄

伊
藤
　
史
朗

昭
和
二
十
九
年
二
月
二
十
五
日

昭
和
二
十
九
年
三
月
　
一
　
日

　
　
　
　
　
　

編

集

采

　
　
　
　
　
　

鼓

行

人

印
刷

登

行
前
　
　
田

定
債

六

〇

圓

昇
　
　
三

　
　
　
　
京
都
市
下
京
固
七
條
御
所
ノ
内
東
町
三
九
番
地

印

刷
所
　
　
中
村
印
刷
株
式
會
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
勝
治

　
　
　
　
京
都
市
売
京
証
吉
川
本
町

遜

行

所
　
　
京
都
大
皐
経
濟
學
會

　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

護

質

所
　
株
式
愈
肚
有
斐
閣

　
　
　
　
　
本

　
砒
纏
響
蒜
恥
魏

　
　
　
　
　
京
都
支

店
猷
螺
惑
霊
㌔
酬
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